
島津家と伊達家は鎌倉時代からそれぞれ九州と東北に所領を与えられ、近世

には外様大名の大藩になりました。強力な中央政権から遠隔の地にある両家

が、豊臣秀吉の朝鮮出兵への動員や江戸時代の幕藩体制、近世後期の外圧など

時代の変革にどのように立ち向かったのか。両家に伝来した資料を中心に紹

介します。

会 期:令和7年9月26日（金）～令和7年11月3日（月）

会 場:黎明館2階　第2特別展示室
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集合場所:常設展示入口

集合時間:10:55
料    金:常設展示団体入館料

途中参加＆途中退出OK/予約不要

＼毎週日曜日限定／
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伊達政宗肖像[複製]（仙台市博物館蔵）島津義弘肖像（尚古集成館蔵）

会 期:令和7年9月11日（木）～令和7年11月30日（日）

会 場:黎明館3階　企画展示室
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日本に仏教が伝来してから約150年後の7世紀後半に南九州にも仏教が入ってきます。その時期はちょうど古代

律令国家の形成期にあたります。国家による仏教興隆策により全国的に寺院が建立され、火葬の風習とともに

蔵骨器（骨壺）も登場してきます。本企画展では、南九州への仏教はどのように広まり、浸透していくのかを葬送

の変化を中心に紹介します。

ぞうこつ き

日 時 講 師 申込期間テーマ

黎明館開館時間(9:00 ～ 18:00)
期 間 主催者お問い合わせ先（敬称略）イベント時 間 観覧料会 場


